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盛
夏
の
候
、
宗
像
大
社
御
崇
敬
の
皆
様
に
は
愈
々
御
清
祥

の
段
、
慶
賀
に
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
儀
、
平
成
十
五
年
四
月
以
来
、
宗
像
大
社
宮
司
と

し
て
神
明
奉
仕
に
勤
め
て
参
り
ま
し
た
が
三
月
末
を
も
ち

ま
し
て
退
任
致
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
に
奉
職
以
来
、
三
十
八
年
間
に
亘
り
大
過

な
く
神
明
奉
仕
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
宗
像
大
神
様
の
御
加

護
は
も
と
よ
り
職
員
を
は
じ
め
、
氏
子
崇
敬
者
、
関
係
各
位

の
皆
様
方
の
公
私
に
わ
た
る
格
別
の
御
支
援
と
御
芳
情
に

よ
る
も
の
と
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

盛
夏
の
候
、
皆
様
益
々
こ
清
祥
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

今
般
、
神
島
宮
司
が
御
勇
退
さ
れ
、
不
肖
私
儀
そ
の
後
任

に
推
さ
れ
て
、
七
月
一
日
付
で
宮
司
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

素
よ
り
浅
学
非
オ
の
身
、
職
責
の
重
大
さ
を
厳
か
に
う
け

と
め
、
御
神
威
を
畏
み
、
微
力
な
が
ら
誠
心
誠
意
全
力
を
傾

注
し
社
務
に
精
励
す
る
所
存
で
こ
ざ
い
ま
す
。

何
卒
倍
旧
の
御
指
導
御
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、
前
宮
司
同
様

の
御
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
像
大
社

宮
司
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続
き
、
局
地
的
豪
雨
、
最
高
気
温
の
記
録
更
新

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
聞
く
。
都
市
部
で

は
建
物
が
密
集
し
、
道
路
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

で
固
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
が
起
き
、
そ
れ
が
原
因
で
異
常
気

象
が
発
生
し
て
い
る
▼
国
内
で
も
温
暖
化
対

策
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
家
電
製
品
の
エ

コ
化
や
環
境
対
応
車
の
開
発
、
太
陽
光
発
電

の
開
発
な
ど
色
々
な
こ
と
が
推
進
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
環
境
問
題
を
考
え
る
時
、

身
近
な
神
社
に
は
古
来
か
ら
守
り
続
け
て
き

た
鎮
守
の
杜
が
あ
る
▼
数
年
前
、
國
學
院
大

學
が
都
内
に
あ
る
神
社
の
杜
を
調
査
し
た
結

果
、
日
本
の
平
均
的
な
森
に
比
べ
て
三
倍
以

上
も
二
酸
化
炭
素
を
蓄
槙
し
て
い
た
そ
う
で

あ
る
。
神
社
に
は
楠
や
椎
木
、
樫
木
な
ど
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
力
の
高
い
、
樹
木
が
多
い
か

ら
で
あ
る
。
最
近
、
鎮
守
の
杜
が
地
域
の
環
境

保
全
か
ら
の
面
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
地
球

温
暖
化
防
止
か
ら
も
長
く
保
設
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
▼
昔
か
ら
、
神
が
宿
る
神
聖
な
場

所
と
し
て
「
畏
れ
」
の
念
を
持
ち
、
鎮
守
さ
ま

や
氏
神
さ
ま
と
し
て
親
し
み
、
守
り
続
け
ら

れ
て
き
た
「
鎮
守
の
杜
」
。
暑
い
夏
は
身
近
に

あ
る
神
社
に
参
拝
し
、
心
身
を
癒
し
自
然
と

人
と
の
豊
な
関
係
を
じ
っ
く
り
実
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
（
杉
）

7月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭

午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏 (l5 日）

27日午前9時～
第54回中津宮七夕揮砧会

於＝筑前大島中津宮

31 日午後5時～
夏越の大祓神事

大祓式於＝神門前
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夏越祭於＝本殿
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レ
」
と
い
う
、
南
米
音
楽
の
バ
ン
ド
一
秋
季
大
祭
を
締
め
括

を
結
成
し
、
地
域
の
学
校
や
福
岡
i
る
「
高
宮
神
奈
備
祭
」

県
内
外
で
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
を
i
を
六
三

0
年
振
り
に

去
る
三
月
三
十
一
日
を
以
っ
て
ー
り
御
奉
仕
さ
れ
、
温
厚
篤
実
で
職
行
い
な
が
ら
、
地
元
の
子
供
た
ち
復
興
さ
れ
た
。

神
島
宮
司
が
退
任
さ
れ
た
。
員
の
融
和
に
努
め
ら
れ
、
地
域
と
に
は
野
球
の
指
導
を
行
う
な
ど
、
同
十
九
年
に
は
福

神
島
宮
司
は
福
岡
県
苅
田
町
の
の
繋
が
り
を
大
切
に
さ
れ
な
が
ら
違
っ
た
角
度
か
ら
神
社
に
親
し
み
岡
県
神
社
庁
副
庁
長

こ
出
身
で
、
園
學
院
大
學
文
学
部
神
道
人
と
し
て
神
明
奉
仕
に
精
励
を
持
て
る
活
動
を
行
い
、
地
域
の
に
推
挙
さ
れ
、
県
内

神
道
学
科
を
昭
和
四
十
一
云
一
年
三
月
·
さ
れ
た
。
：
社
会
教
育
に
も
力
を
注
が
れ
た
。
の
神
社
界
に
お
い
て

卒
業
。
同
年
四
月
に
箱
根
神
社
奉
近
年
、
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
昭
和
六
十
三
年
儀
式
課
長
、
平
も
大
き
く
寄
与
さ
れ

職
、
同
四
十
四
年
に
は
東
京
大
神
中
で
激
務
を
重
ね
ら
れ
て
い
た
成
二
年
に
禰
宜
に
昇
任
し
、
庶
務
た
。

宮
に
奉
職
さ
れ
た
後
、
同
四
十
六
が
、
沖
津
宮
を
始
め
三
宮
の
奉
仕
部
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
長
年
本
年
二
月
に
宗
像

年
四
月
、
宗
像
大
社
に
奉
職
さ
れ
に
支
障
を
来
た
す
の
は
本
意
で
な
の
懸
案
で
あ
っ
た
上
下
水
の
完
備
大
社
復
興
期
成
会
の

た
。
い
と
、
此
の
度
、
辞
任
の
意
向
を
示
に
着
手
、
汚
水
処
理
水
を
自
ら
実
·
最
終
事
業
で
あ
る

当
時
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
着
さ
れ
、
三
月
の
責
任
役
員
会
に
お
験
台
に
な
り
飲
ん
で
み
る
な
ど
、
『
宗
像
大
社
文
書
』
第

工
し
た
、
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
い
て
受
理
さ
れ
、
六
十
四
歳
を
以
他
人
に
は
見
え
な
い
所
で
の
努
力
三
巻
が
刊
行
さ
れ
、
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二
』
・
丸
一
ど
力
さ
れ
基
盤
を
整
え
一
の
信
念
に
よ
り
、
氏
子

平
地
域
で
は
「
神
郡
一
的
に
支
援
し
、
中
世
の

や
お
と
め

こ
ホ
像
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
一
「
八
乙
女
神
事
」
を
埜
に

神
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i
孜
神
生
活
の
細
慎
喝
和

i
汲
年

~
‘
閉
合
の
辞

六
月
一
日
宗
像
大
社
氏
子
青
年
ー
事
務
局
よ
り
平
成
二
十
年
度
事
業
．
．
つ
て
滞
り
無
く
終
了
し
た
。
i

会
（
会
長
・
小
林
栄
二
）
の
総
会
が
当
決
算
報
告
並
び
に
磯
部
監
事
よ
り
大
社
を
中
心
と
し
た
神
郡
宗
像

大
社
清
明
殿
に
お
い
て
開
催
さ
れ
決
算
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
全
員
一
の
発
展
と
、
誇
り
あ
る
我
が
国
の
伝

た
。
致
で
承
認
さ
れ
た
。
次
に
、
今
年
度
統
文
化
を
次
世
代
へ
と
伝
え
る
べ

総
会
は
、
嶺
副
会
長
が
開
会
の
辞
役
員
選
出
の
件
、
又
新
会
員
の
紹
介
く
結
成
さ
れ
た
当
大
社
氏
子
青
年

を
行
い
、
神
宮
並
皇
居
遥
拝
、
国
家
が
行
わ
れ
た
、
引
き
続
き
平
成
二
十
会
も
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
、
会
員
·

斉
唱
‘
敬
神
生
活
の
綱
領
を
唱
和
し
、
・
一
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
の
説
·
も
六
十
一
名
を
数
え
る
。
今
年
よ
り

小
林
会
長
・
高
向
権
宮
司
が
夫
々
挨
明
が
事
務
局
よ
り
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
雅
楽
講
習
会
を
開
き
、
当
大
社
祭
事

拶
を
行
っ
た
。
次
に
井
浦
会
員
を
議
も
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
総
会
で
の
奉
奏
を
目
標
に
日
々
練
習
に

長
に
選
出
し
、
議
事
審
議
に
入
っ
た
。
ー
は
戸
波
副
会
長
の
閉
会
の
辞
を
以
二
励
ん
で
い
る
。

塞
禽
像
大
社
痰
子
青
年
会

C
,
に

·
9
ー
、
1
c

五
月
十
九
日
、
当
大
社
清
明
殿
で
今
一
成
二
十
年
度
の
氏
子
会
事
業
報
告
と
決
二
研
修
旅
行
参
加
申
込
み
の
件
に
つ
い
て

年
度
第
一
回
目
の
氏
子
会
総
代
総
会
が
算
報
告
の
後
、
城
野
監
事
よ
り
会
計
監
・
事
務
局
並
び
に
旅
行
代
理
店
担
当
者
よ

]
安
部
照
生
会
長
以
下
一
〇
二
名
出
席
の
査
を
行
な
っ
た
上
で
決
算
報
告
に
相
違
り
説
明
が
あ
り
、
多
数
の
参
加
を
呼
び

下
開
催
さ
れ
た
。
一
が
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
全
会
一
致
~
か
け
た
。

言
□
り
り
臼
旦
り

□

9
け
コ
員
[

歌
斉
唱
、
敬
神
生
活
の
綱
領
を
一
同
唱
i
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
こ
ち
ら
[
状
伝
達
式
が
行
な
わ
れ
ヽ
該
当
者
を
代

和
し
、
会
長
・
宮
司
挨
拶
の
後
、
来
賓
挨
も
全
会
一
致
に
て
承
認
さ
れ
た
。
二
表
し
て
田
島
地
区
牟
田
尻
の
中
野
健
介

一
拶
と
し
て
福
岡
県
議
会
議
員
阿
部
弘
樹
次
に
、
氏
子
会
組
織
の
由
来
に
つ
い
評
議
員
に
安
部
会
長
よ
り
委
嘱
状
が
手
後
の
大
社
の
諸
行
事
・
祭
典
等
へ
の
御

ー
氏
よ
り
御
挨
拶
を
賜
り
議
事
へ
と
入
っ
．
て
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
氏
子
会
費
]
渡
さ
れ
、
村
田
副
会
長
の
閉
式
に
よ
り
·
協
力
を
お
願
い
と
共
に
引
続
き
総
代
・

-̂ ー
ク
ー
た
。
取
り
纏
め
に
つ
い
て
総
代
皆
様
の
御
理
総
会
無
事
閉
会
し
た
。
評
議
員
を
お
引
受
け
頂
い
た
方
々
に
も

安
部
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
て
議
~
解
と
御
協
力
の
お
願
い
が
な
さ
れ
た
。
i
本
年
度
よ
り
新
た
に
御
就
任
頂
い
た
更
な
る
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ

事
の
審
議
は
始
ま
り
、
事
務
局
よ
り
平
·
ま
た
、
七
月
に
開
催
さ
れ
る
氏
子
会
｝
新
役
員
、
総
代
・
評
議
員
の
皆
様
に
は
今
ま
す
。

像
大
社
氏
子
会
綸
代

( 
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向
権
宮
司
が
日
本
海
海
戦
を
顧
み
拝
者
は
そ
の
場
で
解
散
と
な
り
そ

て
国
家
・
皇
室
の
御
安
泰
、
参
列
者
れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
い
た
。

を
は
じ
め
国
民
の
平
穏
を
祈
る
祝
]
一
方
、
沖
ノ
島
に
渡
島
出
来
な

詞
を
奏
上
。
続
い
て
権
宮
司
以
下
一
い
女
性
・
子
供
は
、
現
地
の
祭
典
と

各
代
表
者
が
順
次
玉
串
を
奉
莫
、
一
ほ
ぼ
同
時
刻
に
大
島
「
沖
津
宮
遥

宗
像
大
社
沖
津
宮
の
現
地
大
祭
三
月
下
旬
よ
り
、
全
国
か
ら
申
午
前
七
時
三

0
分
、
大
島
渡
船
敬
虔
な
祈
り
の
中
祭
典
は
滞
り
な
．
拝
所
」
の
祭
典
に
参
列
し
、
遥
か
沖

が
、
五
月
二
十
七
日
沖
ノ
島
で
斎
し
込
み
を
さ
れ
た
方
々
の
中
か
「
し
お
か
ぜ
」
、
海
上
タ
ク
シ
ー
「
宝
く
終
了
し
た
。
i
ノ
島
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

行
さ
れ
た
。
初
夏
の
潮
の
香
漂
い
、
・
ら
、
厳
正
に
選
定
さ
れ
た
約
二
六
栄
丸
」
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
「
恵
比
須
そ
の
後
、
波
止
場
で
沖
・
中
両
宮
i
さ
て
、
昨
秋
こ
の
沖
ノ
島
を
中

新
緑
に
包
ま
れ
る
こ
の
日
本
海
海

0
名
の
参
拝
者
は
、
前
日
の
二
十
丸
」
「
恵
比
須
丸
I
I
」
「
ア
ク
ア
シ
ャ
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
の
皆
様
に
よ
i
心
と
す
る
宗
像
地
域
が
「
沖
ノ
島

戦
の
記
念
日
を
卜
し
て
年
に
一
度
六
日
に
筑
前
大
島
に
参
集
。
中
津
イ
ン
」
の
各
船
に
乗
船
。
家
族
•
関
り
調
理
さ
れ
た
刺
身
、
煮
魚
、
そ
の
：
と
関
連
遺
産
群
」
と
し
て
世
界
文

だ
け
一
般
参
拝
者
の
渡
島
が
許
さ
宮
社
務
所
で
受
付
を
済
ま
せ
、
午
係
者
の
見
送
り
受
け
一
路
沖
ノ
島
｛
煮
汁
で
い
た
だ
＜
ソ
ー
メ
ン
に
一
i
化
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
入
り
し
、

れ
る
。
後
六
時
か
ら
斎
行
の
渡
島
安
全
祈
を
目
指
し
た
。
特
に
今
年
は
大
島
同
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
神
の
島
今
回
リ
ス
ト
掲
載
後
初
め
て
迎
え

願
祭
に
参
列
し
、
翌
渡
船
「
し
お
か
ぜ
」
が
新
船
と
な
り
で
の
一
時
を
過
こ
し
た
。
る
現
地
大
祭
と
な
っ
た
。

日
の
無
事
の
渡
島
乗
船
さ
れ
た
方
々
は
、
快
適
な
船
正
午
過
ぎ
、
参
拝
者
は
各
船
に
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
な
ど
報
道

を
祈
念
し
た
。
旅
を
楽
し
ま
れ
た
。
乗
り
込
み
沖
ノ
島
を
離
島
、
ゆ
っ
i
懐
関
が
多
く
申
込
ま
れ
る
一
方
、

祭
典
後
、
高
向
権
・
午
前
九
時
前
に
は
全
船
沖
ノ
島
く
り
と
島
を
一
周
し
午
後
二
時
過
．
信
仰
以
上
に
遺
跡
や
島
へ
の
興
味

宮
司
が
現
地
大
祭
に
着
島
。
一
同
は
海
中
で
膜
を
行
ぎ
に
は
全
船
が
大
島
に
到
着
、
参
で
参
加
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
よ

に
際
し
て
の
挨
拶
一
い
心
身
共
に
清
め
（
ヽ

‘
-
0
`
-
l
.
T
[
•苓
琴

~
｀
ご

具
f
｀
●
：
J
』
デ
忍
＇

を
し
、
各
班
こ
と
に
一
て
、
島
の
中
腹
に
毎
｛
｀
豆
箋
｛
念

“
と
，
i
式
i
．
ふ

引
率
担
当
神
職
か
こ
瞑
ま
る
沖
津
宮
本
芦
翌
：
＼

2
 

ら
の
説
明
、
諸
注
意
]
殿
へ
と
樹
林
の
生

を
受
け
、
各
自
大
島
一
い
茂
る
四
百
段
に

の
宿
に
参
籠
し
た
。
一
及
ぶ
参
道
を
進
ん

当
日
は
、
「
天
気
一
だ
。

晴
朗
な
れ
ど
も
波
~
午
前
九
時
三
〇

高
し
」
と
い
っ
た
日
一
分
、
沖
津
宮
現
地

本
海
海
戦
当
日
を
：
大
祭
斎
行
。
御
神

佑
彿
と
さ
せ
る
、
ま
]
前
に
は
全
国
各
地

さ
に
好
天
だ
が
海
一
の
参
拝
者
か
ら
御

上
時
化
気
味
の
天
」
神
酒
・
奉
献
品
が

候
と
な
っ
た
。
一
お
供
え
さ
れ
、
高

沖
津
奇
口
／

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

゜.-ヽ

炉~-ヽ—
•} 

賦．；，9●
つ＇一

,•一”'-

一·三9 ヽ

.. ··•~ 

大
祭

の
中
、
約
＿
一
六
0
名
が
渡
島
参
拝
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う
で
、
事
前
に
説
明
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
禁
止
し
て
い
る

祭
祀
遺
跡
ヘ
カ
メ
ラ
片
手
に
立
ち

入
る
方
が
見
受
け
ら
れ
神
職
が
注

意
す
る
場
面
が
何
度
か
あ
っ
た
。

神
社
と
し
て
は
世
界
遺
産
に
関

し
て
中
立
の
立
場
を
保
っ
て
い
る

と
は
い
え
、
今
後
信
仰
や
尊
厳
の

護
持
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら

も
、
一
般
参
拝
の
方
々
へ
参
拝
心

得
を
遵
守
し
て
い
た
だ
く
い
と
共

に
、
憂
慮
す
べ
き
事
態
を
迎
え
な

い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

愈
覧
社
農
竺
下

玄
海
小
学
校
に
莉
資
材
を
贈
呈
冷
凶

r
ふ
ゾ
｛

初
夏
の
陽
気
を
思
わ
す
よ
う
な
i
か
せ
る
よ
う
皆
で
が
ん
ば
り
ま

好
天
の
六
月
二
日
地
元
玄
海
小
学
一
す
。
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

校
体
育
館
で
、
宗
像
大
社
菊
花
会
一
そ
の
後
、
菊
作
り
の
指
導
に
あ
た

（
千
々
和
正
信
会
長
）
か
ら
の
菊
資
]
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
匠

材
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
i
の
会
」
の
小
並
会
長
よ
り
「
玄
海
小

同
校
で
は
毎
年
児
童
の
情
操
教
一
学
校
で
一
緒
に
菊
作
り
を
始
め
て

育
の
一
環
と
し
て
、
児
童
・
教
員
．
p
今
年
で
十
年
目
と
な
り
ま
す
。
み
な

T
A

が
一
丸
と
な
っ
て
菊
作
り
に
i
さ
ん
の
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
立

取
組
ん
で
お
り
、
当
大
社
も
そ
の
活
一
派
な
菊
花
を
今
年
も
宗
像
大
社
や

動
に
賛
同
、
児
童
の
豊
か
な
心
を
育
．
校
内
・
市
内
各
施
設
で
楽
し
み
に
待

む
一
助
に
な
れ
ば
と
協
力
し
、
今
年
：
た
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

で
十
年
目
と
な
る
。
：
ま
す
。
の
び
の
び
と
元
気
な
菊
を
一

当
日
午
前
九
時
に
当
社
よ
り
担
i
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と

当
神
職
と
巫
女
が
出
向
し
、
玄
海
小
．
挨
拶
が
あ
っ
た
。

学
校
体
育
館
に
て
菊
資
材
贈
呈
式
一
翌
日
か
ら
は
早
速
、
匠
の
会
の

が
全
校
生
徒
参
加
の
も
と
開
会
さ
方
々
と
菊
作
り
が
始
ま
る
よ
う
で

れ
た
。
：
一
ぁ
る
。
秋
に
は
児
童
た
ち

資
材
を
受
取
っ
．

4

が
一
生
懸
命
育
て
た
菊

' 
]
叫
誓
一
叫
叩

一

す
。
今
年
は
菊
作
り
目
を
喜
ば
せ
る
だ
ろ
う
。

を
し
て
十
年
目
に
児
童
が
丹
精
込
め
て
作

な
り
ま
し
た
。
昨
年
＿
る
菊
が
ど
の
よ
う
な
花

よ
り
も
っ
と
大
き
を
咲
か
せ
る
の
か
今
か

く
、
綺
麗
な
花
を
咲
i
L
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

«匹”"禽像大社短、歌大会』のこ案肉
●日時＝平成21 年 11 月 15 日（日） ; ●選者
小中高生の部 9: 30~11 : 00 ; 小中高生の部＝桜川冴子
一般の部 12: 00~15: 40 : 一般の部＝青木昭子・桜川冴子・中西輝磨・野田光介
●会場宗像大社「清明殿」（宗像市田島2331) : (50音順）
●応募方法 ; ※講演＝中西輝磨 題目＝「短歌のいろは」
◆詠草・・小中高生は 1 人 1 首。一般は 1 人2首まで可（未： ●発表 平成21 年 11 月 15 日（日）大会当日
発表のもの厳守）。 B4の400字詰め原稿用紙の右半分； 選考結果送付希望の方は、90円切手を貼った返信用
に楷書で作品（固有名詞など難読語にはふりがなを）、： 封筒を作品に同封して下さい。
左半分に郵便番号・住所（マンション名も）•氏名（ふり： ●賞
がな）・年齢・電話番号を明記のこと。小中高生は学校・ ; 小中高生の部＝宗像市長賞·宗像市教育委員会賞・宗
学年も明記のこと。 : 像大社賞・毎日新聞社賞・奨励賞
◆出詠料… 1 首 1,000円（定額小為替にて。小中高生は無； 一般の部＝福岡県知事賞・福岡県教育委員会賞・宗像
料）。詠草集送付のための切手 (50円切手2枚）を、作品と： 市長賞・宗像市教育委員会賞・毎日新聞社特別賞・宗
同封のこと。 : 像大社宮司賞・宗像大社氏子会賞・宗像大社賞・毎日新
◆締切日…一般＝平成21 年8月末日（当日消印有効） ; 聞社賞・優秀賞

小中高＝平成21 年9月 8 日（当日消印有効） ; ◆主催／「宗像大社短歌大会」実行委員会
◆送り先…〒811-4175 宗像市田久5-25-17 :◆共催／毎日新聞社
「宗像大社短歌大会」実行委員会事務局宛 : ◆後援／福岡県・福岡県教育委員会・宗像市・宗像市教育委員会・
「小」「中」「高」「一般」の別を朱書きのこと。 ; 宗像大社・宗像大社氏子会
◆問合せ先…上記の送り先へ往復葉書で。 : ※応募によって得られた個人情報は、本大会以外のことに利用しません。
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恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
大
祓

神
事
を
中
心
に
行
わ
れ
、
夏
季
に
流
行
す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
皆
様
方

の
心
身
の
罪
・
稿
を
人
形
に
託
し
て
祓
い
除
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
、

毎
日
を
無
事
に
過
こ
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
祈
り
を
込
め
た
神
事
で

こ
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
左
記
の
通
り
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
H

時
七
月
三

午
後
五
i4

 

◆
場
所
『

お
お
は
ら
え

大
祓
咄
柚

な
こ
し
さ
い

a
B

夏
越
祭
斎
i
-

平
成
二
十
一
年
度

な
こ
し夏
越
の
大
祓
神
事
ご
案
内

し願すふ 1 ダの生
無祭る ..__‘国拠活五
事がここ力：際点支月
斎当との旧口と援ニ
行大と玄宗ボな分十
さ社な海像ッる野五
れより町市卜社の日
t~晶ぞ役鵞開、団口医
職の雙玄発見慮療
が安に海セ--,トや
出全開庁ンベ開介
向祈所舎夕 l 発護

························--•··············●疇 鴫鴫 ..........疇 •••••••••••••••••••••••• 

会し海ーヤ九平の
しのエ授 たン奏所口 こ内究アを＾て庁代 l 州成安当

今敬研業る橋゜夕上のボ当と初機を借蒲い舎表企市十全大
後虔究大は爪 l さ安ツ日とと関含り池るで取業の八祈社
企な機学じ誠 内れ全卜はなな十む受真医ド締コロ年願勺
業祈贋ドめ理 各天を研神つる組国け更療ク役 I ボ十祭一
ゃり イ早事 所麻祈究職た施織内ド頁財fごザッニ、。足
行を関ツ稲竺 をと念の二゜設が外イ...__..団 がット月フ歩
政捧贋ィ‘田九 祓切 k 盆嘉 位i霜癸ツ、ふ癸り同ど冒后；g 
か関が夕大州 い麻祝、出 所し学イら--,をじ高べっ発ボ
ら。参リ九大 清で詞研向 す、や夕建池運 lH 本ンた表ッ
の 列ア州教 めセが究、 る国研リ物友営玄陽チ北をト

]で、セ嬰嘉塁胄 ' e ゞi _,;-. ｷ--:... ~rn _ tJ一f'i；口`因□ I□ニ
門雙 喜覧~-••....・汽
上の の端エ_:,:;a.J:

げ弥 実技ク
ま栄 用術ト

昭
邪
翌
上
雙
霞
シ
ン
ク

閲
業
安
全
清
祓
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一
群
が
見
つ
か
り
、
糟
屋
屯

]
倉
の
候
補
地
の
一
っ
と

：
な
っ
て
い
る
。
遺
跡
の
I
I

]
区
調
査
区
西
側
の
包
含

i
層
か
ら
興
味
深
い
遺
物

]
が
出
土
し
て
い
る
。
大
形

前
回
で
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
話
ー
ミ
ガ
メ
の
腹
甲
は
亀
卜
に
使
わ
れ
も
刻
さ
れ
て
い
た
。
滑
石
製
舟
形
の
未
製
品

し
た
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
死
骸
漂
着
．
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
．
弥
生
時
代
以
降
の
占
い
は
神
奈
が
一
点
出
土
し
た
。
全
長

は
、
な
ん
と
も
痛
ま
し
い
。
鶴
は
千
」
が
、
弥
生
時
代
に
は
、
鹿
や
猪
の
肩
：
川
や
千
葉
県
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
二

0
•
四
岱
、
中
央
部
六
．

年
、
亀
は
萬
年
と
い
う
が
オ
サ
ガ
．
甲
骨
を
使
っ
て
占
い
が
行
わ
れ
て
．
て
い
る
。
九
州
で
は
長
崎
県
壱
岐
．
五
岱
、
厚
さ
ニ
・
ニ
岱
、
舟

メ
は
プ
ラ
ス
チ
ィ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
い
た
。
中
国
の
殷
時
代
で
は
陸
亀
の
串
山
ミ
ル
メ
浦
遺
跡
、
対
馬
市
尾
は
反
っ
て
い
る
。
古
賀

ル
を
食
道
に
詰
ま
ら
せ
た
り
、
他
の
腹
甲
を
利
用
し
て
亀
卜
が
行
わ
志
多
留
貝
塚
か
ら
出
土
し
て
い
る
周
辺
で
滑
石
製
の
舟
形

に
ロ
ー
。
フ
や
魚
網
を
絡
ま
し
て
死
れ
て
い
た
。
そ
の
腹
甲
に
刻
さ
れ
が
い
ず
れ
も
亀
卜
で
あ
る
。
六
世
を
出
土
し
て
い
る
の
は
、

ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
た
文
字
が
、
甲
骨
文
字
と
い
わ
れ
紀
末
か
ら
八
世
紀
こ
ろ
と
い
う
。
沖
ノ
島
で
一
号
、
三
号
の

田
渕
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
ら
ウ
．
漢
字
の
も
と
に
な
っ
た
の
で
あ
亀
卜
に
使
わ
れ
る
海
亀
は
ア
ヵ
露
天
祭
祀
か
ら
一

0
九

ぷ
:
]
J
f7札
口
る
。
北
京
や
上
海
の
博
物
館
：
ウ
ミ
ガ
メ
や
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
背
」
点
ほ
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
時
期
：
れ
た
滑
石
製
品
の
直
接
的
供
給
元

で
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
甲
が
使
わ
れ
て
一
的
に
は
八
ー
九
世
紀
頃
で
あ
る
。
は
確
定
す
る
に
は
及
ん
で
な
い

見
た
。
い
る
よ
う
で
、
」
古
賀
の
田
渕
遺
跡
は
、
花
鶴
川
」
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
的
基
盤
の

私
が
終
戦
後
、
小
学
生
の
一
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
河
口
に
広
が
っ
た
潟
湖
の
奥
に
位
：
上
に
供
給
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で

時
に
、
友
達
が
家
か
ら
持
ち
は
日
本
へ
産
卵
置
し
、
官
術
的
大
形
建
物
が
検
出
は
な
い
か
」
（
古
賀
市

出
し
て
き
た
甲
骨
文
字
が
に
来
る
の
で
、
一
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
一
文
化
財
調
査
報
告

刻
さ
れ
た
亀
卜
を
見
た
こ
そ
れ
を
捕
獲
す
＼
｀
次
調
査
で
は
包
含
層
か
ら
二
点
の
書
第
五
十
集
）
と

と
が
あ
る
。
「
文
字
の
は
じ
る
か
、
近
世
の
｛
舟
形
土
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
結
ん
で
い
る
。
要
す

g~ 

め
だ
」
と
友
人
は
話
し
て
い
対
馬
の
「
亀
卜
心
一
点
は
舟
の
船
首
部
で
三
茂
、
復
る
に
沖
ノ
島
の

た
。
甲
の
色
が
飴
色
を
し
て
書
」
に
は
「
う
か

5

厨
元
し
た
ら
二
〇
梵
ほ
ど
と
な
る
。
滑
石
製
品
は
宗
{
f

い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
れ
甲
」
と
あ
り
、
＼
も
う
一
点
は
小
さ
い
が
、
周
辺
は
像
を
と
り
ま

後
年
、
中
国
を
旅
行
し
た
死
ん
で
漂
着
し
小
さ
く
欠
け
た
り
摩
耗
し
て
い
る
＜
地
域
か
ら
集

時
に
博
物
館
の
売
店
で
レ
た
も
の
が
使
わ
が
完
形
で
あ
る
。
全
体
の
大
き
さ
め
ら
奉
献
さ
れ

。
フ
リ
カ
の
亀
卜
を
買
っ
て
れ
て
い
た
。
は
三
・
五
だ
の
舟
で
あ
る
。
た
の
で
は
な
い
か

き
た
。
陸
亀
の
腹
甲
を
そ
の
さ
て
田
渕
遺
報
告
書
で
は
「
国
家
的
規
模
で
と
言
っ
て
い
る
の

ま
ま
使
わ
れ
て
、
甲
骨
文
字
跡
は
大
形
柱
列
行
わ
れ
た
沖
ノ
島
祭
祀
に
使
用
さ
で
あ
る
。

（続）

ゞ
·
』
-
、

疇
ー
·

ー
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い
し
い
た
だ
し
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福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

干
し
蛸
と
イ
リ
コ
が
わ
れ
へ
の
土
産
に
て
四
国
の
旅
よ
り
妻
帰
り
釆
ぬ

回
喜
好
み
を
知
る
妻
な
ら
で
は
の
四
国
土
産
。
簡
明
で
味
わ
い
の
あ
る
一
首
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

新
キ
ャ
ベ
ッ
水
玉
走
ら
せ
瑞
み
づ
し
庖T
当
つ
れ
ば
バ
リ
ッ
と
裂
け
つ

□
生
命
溢
る
る
新
キ
ャ
ベ
ツ
の
さ
ま
を
見
事
に
捉
え
て
い
る
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

修
道
女
ス
ニ
ー
カ
ー
を
は
き
ス
ー
パ
ー
ヘ
食
材
求
め
手
押
し
車
で

□
讐
女
も
生
き
る
た
め
に
食
う
人
間
で
あ
る
。
こ
と
へ
の
驚
き
の
歌
で
あ
る
。

宗
像
市
田
久
井
上
光

み
ど
り
濃
き
著
荷
を
噛
め
ば
固
け
れ
ど
香
り
び
ろ
が
る
初
夏
と
ぞ
思
ふ

口
麟
雪
彗
口
心

o
Gえ方
も
あ
り
面
白
い
。
二
句
は
「
菩

宗
像
市
大
島
杉
田
轄
子

出
漁
の
刻
待
つ
さ
ま
に
吹
き
は
じ
む
春
の
一
夜
の
西
風
強
し

ロ
“
ぃ
汀
霜
芦
｀
口
]
]
『
』
麟
正
』

□い
」
-
]
以
：
注

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

ほ
ん
じ
つ
は
結
婚
記
念

H

み
社
の
藤
に
み
つ
ば
ち
祝
ぴ
曲
ぴ
＜

ロ
ニ
諷
□”
口
冒
鬱
疇
尉
汀
豆
げ
琵
0」
と

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

途
中
に
て
途
切
れ
る
坂
の
か
な
た
に
は
塔
が
輝
く
朝
日
を
受
け
て

□
□
□[汀□t
t
h

□]
言
い
o
f
ん
な
坂
だ
ろ
う
か
、
下
句
は
印

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
一
木
照
代

葉
桜
の
病
院
の
庭
散
歩
す
る
家
に
い
た
り
病
院
に
来
た
り

ロ
□`

只
げ0が
え
る
歌
。
下
句
は
「
今
日
は
家
か
ら
病
院

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

ふ
り
か
え
り
振
り
返
り
つ
つ
神
簾
の
岡
ゆ
下
れ
り
昼
闇
の
杜

口
彗
口
冒
汀
鱈
臼
ロ
ロ
t
t
「
f
i
麟
一
鱈
と
只
。

五
回

一
社
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月
2
5
日
メ
切

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

見
知
ら
ぬ
に
H

傘
ほ
む
れ
ば
藍
染
は
娘
の
手
作
り
と
媚
ほ
ほ
え
む

状
景
は
判
る
が
、
事
柄
の
詰
め
込
み
過
か
ら
語
順
に
無
理
が
あ
る
。
（
藍
染
め

口
の
傘
を
ほ
む
れ
ば
ほ
ほ
え
み
て
娘
の
手
作
り
と
姻
は
答
ふ
）
と
直
し
て
み
た
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
ミ
ツ
子

い
く
さ
敗
れ
北
朝
鮮
を
引
き
揚
ぐ
に
死
な
む
と
迷
ひ
ぬ
二
十
年
九
月

□
六
十
余
年
経
っ
て
も
な
ほ
消
え
な
い
記
憶
で
あ
る
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

大
樟
に
巻
き
つ
く
山
藤
さ
き
盛
り
夕
づ
く
風
に
香
り
の
せ
く
る

呼
汀
認
い
口
汀
鱈
冒
の
花
の
匂
い
、
大
樟
に
巻

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

平
和
と
は
幸
せ
な
ら
む
月
満
ち
て
髪
黒
々
と
可
愛
ゆ
き
曾
孫

ロ
コ
ロ
』
汀
琵
』
闘
げ
。
て
平
和
ち
ゃ
ん
」
な
ら
判
る

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

釣
川
に
沿
う
て
走
れ
ば
麦
秋
に
熟
れ
た
る
穂
波
の
黄
の
色
ま
ぶ
し

口
冒
紅
鯰
汀
詞
汀
冒
汀
汀
叶
兄
戸
：
ご

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

山
畑
に
野
苺
摘
み
来
者
あ
ら
ず
蕗
の
若
菓
に
包
み
て
帰
ら
む

ロ
コ
贔
応□昇
喜
‘
物
品
の
こ
と
。
こ
こ
は
物
で
な

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

春
H

差
す
未
黒
と
な
り
し
湿
原
に
蛙
の
声
が
の
ど
か
に
聞
こ
ゆ

ロ
L汀
鱈
戸
汀
]
]□鱈
』
]
戸
]
い
『
：
日
差

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

わ
が
庭
の
樹
木
は
切
ら
れ
整
地
さ
れ
息
子
の
家
は
建
ち
初
め
た
り

I
I
J
庭
木
を
失
う
悲
し
が
あ
り
家
の
建
つ
喜
び
が
あ
る
。

福
津
市
花
見
佐
藤
純
一

ド
ク
タ
ー
は
長
谷
川
浩
二
病
名
は
一
目
み
ま
く
り
み
や
ぶ
け
る
な
り

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

満
開
の
桜
は
散
り
ぬ
お
ぼ
ろ
夜
の
か
し
こ
き
友
よ
う
つ
つ
な
り
と

霊
E口5
.. 
一
け
む

今
日
は
行
く
こ
と
叶
は
ね
ど
叩
浪
立
つ
巌
流
島
に
煙
の
ぼ
り
を
り

西
風
に
三
角
波
立
つ
海
峡
の
乏
し
き
浜
に
童
ら
遊
ぶ

草
丈
の
尺
余
の
牡
丹
が
鞠
歌
の
手
ま
り
の
や
う
な
花
咲
か
せ
た
り

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

花
冷
え
や
新
造
渡
船
出
港
す

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

拍
手
の
ひ
ろ
が
る
新
緑
許
斐
山

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

つ
ゆ梅

雨
の
中
雨
も
気
に
せ
ず
バ
ス
ハ
イ
ク

愚
息
が
二
人

」
と
な
り
、
手
狭

と
な
っ
て
き
た
た
め
、
ア
パ
ー
ト
か

ら
二
戸
建
て
に
引
っ
越
し
ま
し
た
▼

以
前
の
家
か
ら
も
近
く
、
散
歩
中
に

目
の
前
を
通
り
な
が
ら
ず
っ
と
い
い

な
と
思
っ
て
い
た
家
で
す
。
知
人
で

も
あ
る
家
主
さ
ん
が
転
勤
と
な
り
小

生
が
借
り
る
こ
と
と
な
っ
た
訳
で
す

が
、
そ
の
家
か
ら
こ
こ
に
住
め
と
呼

ば
れ
て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
御
縁

で
し
た
▼
玄
関
を
出
る
と
田
植
え
を

終
え
た
田
が
一
面
に
広
が
り
、
右
に

許
斐
山
、
左
に
四
塚
連
山
を
望
み
ま

す
。
特
に
城
山
か
ら
昇
っ
て
く
る
月

の
美
し
さ
は
格
別
で
す
。
ご
近
所
は

ハ
軒
と
少
な
く
、
我
が
家
以
外
は
先

祖
代
々
こ
の
地
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

生
粋
の
「
宗
像
人
」
。
御
高
齢
の
方
が

多
い
せ
い
か
、
子
連
れ
一
家
を
大
歓

迎
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
▼
ア

パ
ー
ト
暮
ら
し
で
は
あ
り
え
な
か
っ

た
夕
食
の
お
裾
わ
け
や
、
不
意
の
雨

天
時
に
は
洗
濯
物
を
ひ
い
て
い
た

だ
い
た
り
と
地
域
の
温
か
さ
も
実
感

し
て
お
り
ま
す
▼
住
む
家
や
周
辺

環
境
が
果
た
し
て
小
生
に
、
家
族
に

ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
愛
妻
の
機
嫌
は
引
っ

越
し
て
か
ら
す
こ
ぷ
る
良
好
な
気

が
し
ま
す
。
（
塚
）

ブ
＋
回

匂
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